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「復興施策に関する事業計画及び工程表」及び 
「避難指示解除準備区域等における公共インフラ復旧の工程表」の見直しについて 
 
 

被災地における公共インフラの復旧見通し等について、「見える化」によ
り関係者間で共有を図るため、「復興施策に関する事業計画及び工程表」（福島
県の避難指示解除準備区域等を除く）及び「避難指示解除準備区域等における
公共インフラ復旧の工程表」について、各府省のご協力の下、平成 26 年度末時
点で見直しを行いましたのでお知らせします。 

 
避難指示解除準備区域等を除く地域においては、平成 26 年度末の数値目標を

設定していた事業全体として概ね目標を達成しております。 
 
避難指示解除準備区域等の 10 市町村（津波被災地域や帰還困難区域を除く）

の道路・上下水道については、一部を除いて応急復旧を含め利用可能となってい
ます。現在、平成 28年度末（事故から６年後）までに概ね復旧できるよう各管理者が
取り組んでいるところです。 

 
詳細については別紙及び復興庁、関係省庁、関係自治体のホームページを

ご参照下さい。今後とも節目節目で見直しを行うとともに、関係機関と連携
して必要な支援を行い、一日も早い地域の復旧・復興に努めて参ります。 

 
（参考） 

「復興施策に関する事業計画及び工程表」 

 ：「東日本大震災からの復興の基本方針」（平成 23 年７月 29 日 東日本大震災復興対

策本部決定）に基づき、関係省庁において、避難指示解除準備区域等を除く地域を対

象に、当面３ヵ年の公共インフラの復旧見通し及び公共インフラ以外の復興施策をと

りまとめているもの。 

「避難指示解除準備区域等における公共インフラ復旧の工程表」 

：避難指示解除準備区域等の市町村を対象に、「福島復興再生基本方針」（平成 24 年

７月 15日閣議決定）に基づき、各施設管理者において、双葉町、大熊町を除く 10市

町村 ※を対象に、当面３ヵ年の公共インフラの復旧見通しをとりまとめているもの。 
※10市町村：田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、 

富岡町、川内村、浪江町、葛尾村、飯舘村 

 

 
【連絡先】 

復興庁 インフラ構築班     電話：０３－５５４５－７４２８ 

（復興施策に関する事業計画及び工程表）川上、佃、田窪 

（避難指示解除準備区域等における公共インフラ復旧の工程表） 

磯部、鈴木、岩見、永谷 

  



 
「復興施策に関する事業計画及び工程表」のポイント（別紙１参照） 
 
○平成 26 年度末の成果目標を設定していた 10 事業のうち、７事業は、目標を達
成又は概ね達成し、３事業は、平成 27 年度以降に目標達成がずれ込むこととな
りました。 

 
平成 26 年度成果目標を達成又は概ね達成した事業 
：下水道対策、交通網（港湾）、農地・農業用施設、海岸防災林の再生、漁
港・漁場・養殖施設・定置網、復興まちづくり（学校施設等）、災害廃棄物の
処理 

 
平成 27 年度以降に目標達成がずれ込む事業 
：海岸対策、河川対策、復興まちづくり（造成宅地の滑動崩落防止） 

 
○平成 27 年度以降に目標達成がずれ込む主な理由は、復興まちづくり計画や他
事業との調整、地域における合意形成等により時間を要したことです。 
 

○なお、交通網（空港）、復興まちづくり（医療施設等）の２事業については、すでに
完了しています。 

 
 
 
「避難指示解除準備区域等における公共インフラ復旧の工程表」のポイント 

（別紙２、３参照） 
 
○避難指示解除準備区域等の 10市町村のインフラ復旧・整備の概況は次の通
りです。 
 
①田村市では被災施設の復旧が概ね完了しました。 
②津波被災地域や高線量区域（帰還困難区域など）を除き、道路の通行が

可能となり、また、上下水道も一部市町村を除いて概ね復旧しました。 
③これまで復旧スケジュールを見通せなかった医療福祉施設等の復旧完了

時期が明確になるなどの進展がありました。 
 
○なお、道路・上下水道については、平成 28年度末（事故から 6年後）まで

に概ね復旧できるよう各管理者が取り組んでいるところです。 
 
 
 
 
 
※詳細については、以下のサイトよりご確認ください。

http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-3/index.html 
 

 



復興施策に関する事業計画（平成26年度成果目標に対する進捗確認）

・数値目標を設定した10事業のうち、７事業は「平成26年度の目標達成」もしくは「概ね平成26年度の目標達成」 、３事業については「平成27年度以降に
目標達成がずれ込む」となった。
・「平成27年度以降に目標達成がずれ込む」主な理由は、復興まちづくり計画や他事業との調整、地域における合意形成等により時間を要したため。
・別途、四半期に一度実施している「公共インフラの復旧・復興の進捗状況」の確認と合わせ、また、「住宅再建・復興まちづくりの加速化に向けた施策
パッケージ」等の周知・活用等により、復興事業の円滑な実施を推進する。

事業名 平成26年度成果目標（数値目標）に対する進捗分析

下水道対策 目標達成
仙台市南蒲生浄化センターについて平成27年度末完成に向
けて予定通り復旧工事が進捗した。

交通網（港湾） 目標達成
復旧工程計画に定められた（復旧に期間を要する防波堤を除
く）全ての港湾施設について、平成26年度末までに本復旧を
完了した。

農地・農業用施設 目標達成
（目標15,880ha営農可能に対し、15,920ha営農可能）

事業名 平成26年度成果目標（数値目標）に対する進捗分析

海岸対策 平成27年度以降に目標達成がずれ込む

復興まちづくり
（造成宅地の滑動崩落防止）

平成27年度以降に目標達成がずれ込む

目標：約９割の地区海岸で着工、約３割の地区海岸で完了
成果：約８割の地区海岸で着工、約２割の地区海岸で完了

１．「平成26年度の目標達成」又は「概ね平成26年度の目標達成」となった事業
事業名 平成26年度成果目標（数値目標）に対する進捗分析

海岸防災林の再生 達成
平成27年度までに、帰還困難区域等を除く、地元調整
が済んだ箇所すべてにおいて、復旧・再生に着手した。

漁港・漁場・養殖施設・定置網 概ね達成

復興まちづくり（学校施設等） 概ね達成

災害廃棄物の処理 【災害廃棄物の仮置場への移動】
概ね目標達成（福島県の２市町村を除き完了）

【中間処理・最終処分】
概ね目標達成（福島県の２市町村を除き完了）

２．「平成27年度以降に目標達成がずれ込む」こととなった事業

別紙１

事業名 平成26年度成果目標（数値目標）に対する進捗分析

河川対策 【直轄管理区間】
概ね目標達成
【県・市町村管理区間】
平成27年度以降に目標達成がずれ込む

目標：約９割の地区で工事完了
成果：約６割の地区で工事完了

（※平成27年7月までに約９割の地区で工事完了の予定

※ 交通網（道路）、交通網（鉄道）、復興住宅（災害公営住宅等）、復興まちづくり（民間住宅等用宅地の供給）、土砂災害対策、地盤沈下・液状化対策の６事業については、平成26年度
成果目標において数値目標を設定していない。（ただし、復興住宅（災害公営住宅等）、復興まちづくり（民間住宅等用宅地の供給）については、別途、「住まいの復興工程表」により、個
別地区ごとに詳細に進捗状況を公表している。）

※ 今年度より新たに追加した水道施設、津波復興拠点、都市公園の３事業については、進捗確認の対象からは除いている。
※ 交通網（空港）、復興まちづくり（医療施設等）の２事業については既に事業が完了している。

目標：約98％で着手、約91％で完了
成果：約97％で着手、約88％で完了



道路 上水道 下水道

田村市 復旧完了
(平成26年度)

【被災施設なし】 【被災施設なし】

南相馬市 復旧完了
（平成25年度）

復旧完了
（平成25年度）

川俣町 【被災施設なし】 【被災施設なし】

広野町 復旧完了
（平成24年度）

使用再開※2

楢葉町 復旧完了
（平成25年度）

復旧完了
（平成25年度）

富岡町 通行可能※1
復旧中
(水源施設)
(配水管渠)

復旧中
(処理場)
(汚水管渠)

川内村 【被災施設なし】 復旧完了
（平成25年度）

浪江町
復旧中
(水源施設)
(配水管渠)

復旧中
(処理場)
(汚水管渠)

葛尾村 復旧中
(水源施設)

【被災施設なし】

飯舘村 復旧完了
（平成25年度）

使用再開※2

避難指示解除準備区域等の10市町村における道路、上下水道の復旧状況
（津波被災区域、高線量区域を除く）

【H27.3末時点】

※1 暫定通行(片側交互通行等)を含め通行可能な状況
※2 応急復旧を含めて使用再開している状況

別紙2



① 田村市
 都路町の生活道路３０路線、林道合子線について平成２７年３

月に舗装工事完了により復旧完了。文教施設は、都路こども園、
岩井沢児童館、岩井沢小学校、古道小学校、都路中学校が平
成２６年４月より再開。観光施設の仙台平キャンプ場が同年７月
に再開。

② 道路
 常磐自動車道について常磐富岡IC～浪江IC間において平成27

年3月1日に開通し全線開通。

 県管理道路は、県道268号草野大倉鹿島線の復旧工事完了や
部分的に完了している路線が増え、暫定通行を含め通行が可
能。また、各路線で工事が着工され着実に復旧が進展。

① 田村市の復旧が概ね完了
② 道路の通行が可能※

③ 上下水道の復旧が一部を除く市町村で概ね完了※

④ これまで復旧スケジュールを見通せなかった医療福祉施設等の
復旧完了時期が明確になるなど進展

避難指示解除準備区域等における
インフラ復旧工程表の見直しについて

今回見直しのポイント

具体的な例

別紙３

たむらし

※津波被災地域や高線量区域（帰還困難区域など）を除く



③ 楢葉町：上下水道
 楢葉町の上下水道は、津波被災箇所を除き復旧が平成25年度

までに完了。

④ 葛尾村：医療福祉施設
 これまで復旧スケジュールが見通せなかった葛尾村のすべての

医療福祉施設で復旧が完了、又は、平成２７年度に完了予定と
なるなど復旧が着実に進展。

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月

病院・福祉施設

　内科診療所 村 壁及び天井にひび割れ。玄関サッシの破損 復旧工事に着手
被災調査の実施した結果被災は軽微で
あった。

防災拠点整備事業で配電関係の工事
が実施されるため工事終了後に合わせ
施設内外の清掃を行う。

　歯科診療所 村 壁及び天井にひび割れ。玄関サッシの破損 復旧工事に着手
被災調査の実施した結果被災は軽微で
あった。

防災拠点整備事業で配電関係の工事
が実施されるため工事終了後に合わせ
施設内外の清掃及び漏水に伴う一部改
修を行う。

　福祉センター（みどり荘） 村 天井の軽微な補修が必要。 復旧工事に着手
被災調査の実施
復旧工事に着手

防災拠点整備事業で配電関係の工事
が実施されるため工事と平行し設備修
繕及び一部改修を行う。

　老人憩いの家 村 外壁にひび割れ。鉄骨部材に腐食あり。
被災調査の実施
サッシ等の一部補修を実施

H29年度
事　業

整備
主体

被災/稼働状況
H26年度に実施
したこと(成果）

H27年度までに
実施すること

H26年度の目標
（H26.6公表）

H27年度 H28年度

清掃委託

清掃委託及び一部修繕工事

設計委託 工事発注

◆ 上水道 （楢葉町）

（葛尾村）

上水道

取水施設
（木戸川取水堰）

双葉地方水道
企業団

応急復旧済、稼働中

導水施設
（導水ポンプ場）

双葉地方水道
企業団

応急復旧済、稼働中

浄水施設
（小山浄水場）

双葉地方水道
企業団

応急復旧済、稼働中

配水施設、給水施設
（津波被災地区以外）

双葉地方水道
企業団

応急復旧済、稼働中

配水施設、給水施設
（主に山田浜・前原・波倉地区）

双葉地方水道
企業団

津波被災地区 一部区域の実施計画協議(設計)
一部区域の設計・工事の実施計画協議を
行い、設計が完了した

関係事業の復旧工程と調整し、実施計画
協議・設計・工事を実施する

事業 被災/稼働状況
H26年度に実施
したこと(成果）

H27年度に実施
すること（目標）

H26年度の目標
（H26.6公表）

整備
主体

◆ 下水道
（楢葉町）

公共下水道
（南北処理区管渠）

町 総延長77㎞に対し約７㎞の被災。 - -

公共下水道
（北地区浄化センター）

町 施設の一部が被災したが稼働中。 - -

公共下水道
（南地区浄化センター）

町 津波により壊滅的な被害あり。 - -

H27年度に実施
すること（目標）

被災/稼働状況

下水道

整備
主体

H26年度に実施
したこと(成果）

事業
H26年度の目標
(H26.6公表）

平成25年度までに
復旧済み

平成25年度までに
復旧済み
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